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［研究の背景と目的］ 

近年，学校現場におけるいじめや暴力行為，不登校は，生徒指導上の喫緊の課題となっている。特に小学校では問題の増

加が顕著である。本研究は増加の一途を辿るいじめ問題に対して「予防」の観点から小学校5，6年生を中心に小・中一貫

のピア・サポートプログラムを実施し，学校における心理教育プログラム実践の効果を明らかにすることである。 
［研究Ⅰ］  

目的：小学 5，6 年生を対象としたピア・サポート

実践の介入前後を比較し，その効果について検証す

る。 

方法：関東地方の公立小１校に在籍する 5，6 年生

156名（男子71名，女子82名，不明3名，5年生

79名，6年生77名）。実践前に，アセスメント実施

した上で，プログラムの選定を行った。 

結果：介入は，2019年6月中旬～2020年2月中旬

の間に全 7 回実施した（Table1）。事前調査のデー

タから，学年と性別の2要因の分散分析を行った。

その結果，学年差はいずれにおいても有意差はみら

れなかった。続いて，サポートの提供について低群と高群の 2 群に分け，実践時期，群の 2 要因の分散を行った。その結

果，いずれの下位尺度においても群の主効果が有意であった。サポートの受容では，時期と群の交互作用が有意傾向で

（F(1,141)=6.70，P<.05），群の主効果が有意であった（F(1,141)=75.27，P<.001）。情緒的サポートでは，時期と群の交

互作用（F(1,148)=5.27，P<.001）と，群の主効果（F(1,148)=174.25，P<.001）が有意であった。情緒的サポートでは，

時期と群の交互作用（F(1,148)=5.27，P<.001）と，群の主効果（F(1,148)=174.25，P<.001）が有意であった。道具・情

報的サポートでも，時期と群の交互作用が有意傾向で（F(1,152)=20.51，P<.001），群の主効果が有意であった

（F(1,152)=129.50，P<.001）。この結果から，サポートの提供の低群においては介入前よりも介入後の方が，サポートの

受容，提供の両方において増加していることが明らかとなった。 
［研究Ⅱ］ 

目的： 教師（担任）が，ピア・サポート実践の効果についてどのように感じているや，本実践の課題をどのように捉えて

いるかを明らかにする。 

方法：研究Ⅰで対象とした学級の担当教師5名（男性3名，女性2名）。中学生との合同または学級でのピア・サポート実

践の効果や先生方自身の関心について選択型式と自由記述型式で実施。 

結果：介入後の児童の変化については，他者への態度やかかわり方の姿勢に関する変化と児童の言葉がけやかかわり方など

の行動に関する変化の記述の2つに分類することができた。実施の困難な点や課題については，内容は理解できていても行

動にうつせない児童に関すること，児童の特性によって活動参加が難しいときの支援に関すること，活動の教育課程上の位

置づけに関することの3点が挙げられた。 

［本研究の成果と意義］ 

 本研究の成果として，児童，担任の評価からいじめをはじめとする関係性の問題を解決する上で重要となる，人との関わ

るときの姿勢や態度，サポートなどの行動面で一定の変化が確認された。このことから，プログラムの一定の効果がみられ

たことが示唆される。本研究の意義は，これまでの中学校での実践研究から得られた知見を活かし，子どもの発達を考慮し

た上で，より早期から介入するためのプログラムを作成し実践したことである。 

今後も，対象となった児童の変化を縦断的に調査していくことで，中学入学後のいじめや中１ギャップの予防により効果

的なプログラムの作成が可能になると考えられる。 
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